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1　優秀な学生の受入れ （2022 年度入学生に係る募集計画）

　大学ホームページ等効果的な広報活動の活用及び学力の 3 要素を評価する入学試験の実施により優秀

な学生の受入を推進します。

(1)　全学部全学科における入学定員の継続的な充足（充足率 1.0 倍～ 1.14 倍の範囲での充足）

(2)　効果的な広報活動の活用等

　①　効果的な広報活動（SNS の活用、オープンキャンパスの充実、進学情報媒体による広報、進学ア

　　　ドバイザーの高校訪問による信頼関係の構築と新規開拓、高校教員対象の説明会の開催、各種ガ

　　　イダンスへの参加等）

　②　留学生別科の入学定員充足に向けたアジア地域からの留学生受入れ新規拠点づくり及び学生派遣

　　　機関との連携強化

(3)　高大接続改革実行プランに基づく入学者選抜方法の充実

　①　全ての入試区分におけるアドミッションポリシーに基づく学力の 3 要素（a  知識・技能、b  思考力・

　　　判断力・表現力、c  主体性を持って多様な人々と協働して学ぶ態度）を多面的・総合的に評価す

　　　る入試の実施

　②　一般選抜における「思考力・判断力・表現力」を評価するための記述式問題の出題

　③　特定の教科に限定せず、文献・資料を読み解き、批判的・論理的に考えをまとめさせ「思考力・判断力・

　　　表現力」を評価する記述式総合問題出題の検討

　④　AO 入試及び推薦入試における大学独自に実施する検査 ( 筆記、実技、口頭試問、小論文、プレゼ

　　　ンテーション等 ) の成績の合否判定への活用

　⑤　全学部・学科における「数理・データサイエンス・AI」を応用できる力を評価するための高等学

　　　校学習指導要領に基づく数学又は情報による試験問題出題の検討（大学入学共通テストの利用を

　　　含む。）

　⑥　入学者の追跡調査等による選抜方法の妥当性についての検証の実施及び選抜方法改善への活用

(4)　全学部・学科における入学予定者への入学前教育 ( 課題提示及び提出 ) の実施並びに高等学校と連

　　 携した入学前教育の実施

(5)　入学者選抜実施体制の充実・強化のためのアドミッション・オフィサーの配置及び同オフィサーの

　　 入試・学生募集に係る全学的な企画立案及び入学者選抜の評価への参画

(6)　法学部及び経営学部における新たな学生受け入れのための専攻制の実施に向けた検討
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2　教育 ・研究活動の質の保証と向上

　高等教育機関として社会的使命を果たすため、社会の変化に対応した教育・研究活動に取り組むこと

により、その質の保証と向上を図ります。

(1)　大学全体の取組

　①　教学マネジメントによる教育の質の保証と向上に資する活動

　　ａ　全学的な教学マネジメント体制の整備

　　　　学長を中心とした副学長、学部長及び専門的な支援スタッフからなる内部質保証に係る全学的

　　　　なマネジメント体制を整備し、IR 情報を利用した教育課程の適切性等についての検証（規程の

　　　　整備）

　　ｂ　教育内容及び教育方法に関する取り組みの実施

　　　・アクティブラーニングによる授業の推進（外部機関と連携した課題解決型学習、反転授業、ディ

　　　　スカッション、ディベート、グループワーク、プレゼンテーション、実習、フィールドワーク等）

　　　・講義のための事前事後学修を促す授業の実施（資料の下調べ、学生同士のディスカッション、　

　　　　専門家等へのヒアリング等）

　　　・GPA 制度の活用促進（成績不振者への個別学習指導、進級判定、卒業判定、退学勧告及び成績

　　　　水準の設定並びに教員間若しくは授業科目間の成績評価平準化の基準としての活用）

　　　・学部等及び研究科の正規の教育課程の編成にあたり、連携協定を締結している地方自治体、複

　　　　数の地元産業界等から意見を聴取する有識者懇談会の実施

　　　・ICT を活用した双方向授業や自主学習支援などの実施

　　　・学修時間・学修行動を把握するための調査の実施

　　　・ 学生が学修成果を把握するためのアセスメントテスト等の実施、検証及び学生へのフィードバッ

　　　　ク並びに授業等教育活動改善への活用

　　　・ディプロマサプリメント（学位証書や成績証明書の補足資料）交付の実施に向けた検討

　　　・企業等の実データを用いた数理・データサイエンス（統計学、数学、コンピュータサイエンス等）・

　　　　AI 科目の開講に向けた実施方法の検討

　　　・学生の課程全体を通じた成長実感・満足度等について測定するための卒業時のアンケート調査

　　　　等の実施、分析及び分析結果の公表

　　　・卒業生のキャリア（就職・進学）の状況等に関する調査等の実施並びに調査内容及び調査結果

　　　　の公表

　　　・全学部における情報リテラシーに関する科目（必修）の開講

　　　・全学部における全学年への履修科目単位数の上限設定及び同上限の柔軟な活用（学生の成績状

　　　　況に合わせた緩和あるいは厳格化の実施、適切な履修指導への活用等）

　　　・主専攻分野以外の分野の授業科目を体系的に履修することができる主専攻・副専攻制導入の検討

　　　・実務経験を教育課程に反映し、教育の質向上を図るための実務家教員の教育課程編成（カリキュ

　　　  ラム検討委員会等）への参画

　　　・学年暦の柔軟化の検討（３学期制又は４学期制）

　　　・オープンな教育リソース活用の検討
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　　ｃ　教職員等の資質向上に関する取り組みの推進

　　　・FD 活動の実施（教育力向上、授業の改善（学外者又は学生代表者が参画）、シラバスの作成方法、

　　　  アセスメントポリシーを踏まえた成績評価、数理・データサイエンス・AI 教員養成についての

　　　　FD 等）

　　　・SD 活動の実施（業務に関する専門知識の向上、戦略的な企画能力及び管理運営能力向上を図る

　　　　ための SD 等）

　　　・教育面における教員評価の実施

　　　・学生による授業評価の実施及び検証

　　　・ティーチングポートフォリオの作成及び教員評価への活用の検討

　　　・ＴＡ等教育スタッフへの定期的な研修の実施

　 ②　初年次教育（建学の精神と社会生活、情報リテラシー等）の実施

　 ③　人権教育推進委員会における人権教育及び人権擁護の推進並びに教職員及び学生への研修・教育

　　　 の実施

　 ④　教養教育の授業内容・方法等の改善及び充実

　　ａ　英語教育センターにおける英語教育の授業内容・方法等の改善及び充実に向けた取り組み（明

　　　　海大学とのカリキュラム共同開発の検討、英語教育改革セミナーの開催等）の実施

　　ｂ　教養教育のあり方（国語教育）の検討

　　ｃ　学部等横断的カリキュラムの検討体制の整備

　　　　全学的視点や学部等を超えた横断的な視点からのカリキュラム編成を推進するため、専任教員

　　　　や専任職員の参画によるリベラルアーツ教育、STEAM 教育、学部等横断カリキュラム等につい

　　　　て総合的に検討する体制の整備

　⑤　地方教育懇談会の実施（オンライン会議等による開催を推進）

　⑥　大学情報の発信

　　ａ　学校教育法施行規則、教員免許法施行規則及び私立学校法施行規則に基づく教育情報の公表並

　　　　びに設置計画履行状況調査報告書の公表

　　ｂ　朝日大学 Web サイト及び朝日大学機関リポジトリの内容の充実

　　ｃ　オープンアクセスポリシーの策定及び学術論文等研究成果の積極的な公表

　⑦　IR 推進本部による入試、学生､ 教学等に関する情報収集 ･ 分析の実施及び公表並びに教育活動改

　　　善への活用、明海大学との IR 推進を図るための連携（相互講師派遣、合同研修会の実施等）の推進

　⑧　研究活動の推進（宮田研究奨励金による研究支援並びに科学研究費助成事業及び研究費助成金等

　　　の外部資金の獲得支援）

　⑨　自己点検・評価の実施

　⑩　明海大学、三重大学及び名桜大学との協定に基づく活動（学生・教職員の交流、教育研究関係の交流、

　　　合同 FD・SD の開催等）の実施

　⑪　朝日大学発ベンチャー企業の設立の検討
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(2)　学部・研究科等の取組

　①　法学部

　　　カリキュラムポリシー及びディプロマポリシーに基づくコース教育の充実、初年次教育の充実（建

　　　学の精神と社会生活、社会貢献、情報処理）、人権教育の推進、アクティブラーニングによる授業

　　　の推進（外部機関と連携した課題解決型学習、反転授業、ディスカッション、ディベート、グルー

　　　プワーク、プレゼンテーション、実習、フィールドワーク等）、数理・データサイエンス（統計学、

　　　数学、コンピュータサイエンス等）・AI 科目（必修）の開講の検討、教育懇談会の充実、公務員

　　　及び資格取得希望者への支援、教員組織の充実、学部における研究の推進（法学会との連携強化）

　②　経営学部

　　　カリキュラムポリシー及びディプロマポリシーに基づくコース教育の充実、初年次教育の充実（建

　　　学の精神と社会生活、社会貢献、情報）、人権教育の推進、アクティブラーニングによる授業の推

　　　進（外部機関と連携した課題解決型学習、反転授業、ディスカッション、ディベート、グループワー

　　　ク、プレゼンテーション、実習、フィールドワーク等）、公認会計士等の資格取得希望者への支援、

　　　教育懇談会の充実、学部における研究の推進（経営学会との連携強化）、外国人留学生の日本語力

　　　の向上支援

　③　保健医療学部

　　ａ　看護学科

　　　　看護師・保健師国家試験合格率の向上、カリキュラムポリシー及びディプロマポリシーに基づ

　　　　く教育の充実、初年次教育の充実（建学の精神と社会生活、情報処理基礎）、臨床力の強化、入

　　　　学前セミナーの継続実施、数理・データサイエンス（統計学、数学、コンピュータサイエンス等）・

　　　　AI 科目（必修）の開講の検討、教育懇談会の充実

　　ｂ　健康スポーツ科学科

　　　　カリキュラムポリシー及びディプロマポリシーに基づく専攻教育の実施、初年次教育の充実（建

　　　   学の精神と社会生活、情報処理基礎）、人権教育の推進、アクティブラーニングによる授業の推

　　　　進（外部機関と連携した課題解決型学習、反転授業、ディスカッション、ディベート、グルー

　　　　プワーク、プレゼンテーション、実習、フィールドワーク等）、数理・データサイエンス（統

　　　　計学､ 数学､ コンピュータサイエンス等）・AI 科目（必修）の開講の検討、教育懇談会の充実、

　　　　岐阜県教育委員会等との連携協定による活動の推進

　　ｃ　保健医療学部を基礎とする大学院修士課程設置に向けた体制の整備

　④　歯学部

　　　歯科医師国家試験合格率の向上、初年次教育の充実（基礎ゼミ、情報処理演習）、共用試験対策の

　　　強化、臨床力の強化、歯科医学教育の質の向上、超高齢社会に対応した教育体制の強化、数理・デー

　　　タサイエンス（統計学、数学、コンピュータサイエンス等）・AI 科目（必修）の開講の検討、教

　　　育懇談会の充実、入学前セミナーの実施、口腔科学共同研究所における研究の推進

　⑤　大学院法学研究科

　　　研究者、法律分野の実務家及び高度職業人の養成、修士課程教育・研究体制の充実

　⑥　大学院経営学研究科

　　　研究者及び高度職業人の養成、修士課程教育・研究体制の充実、プロジェクト研究の推進
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　⑦　大学院歯学研究科

　　　研究者及び高度臨床歯科医師の養成、明海大学との CE 事業と連携した教育の推進

　⑧　教職課程センター

　　　教員採用選考試験合格率の向上、プロジェクト研究（アクティブラーニング、ICT 教育に関する

　　　教材開発）の推進、個別学修の支援・充実

　⑨　留学生別科

　　　日本語力のレベルアップ（日本語能力試験Ｎ１、Ｎ２及びＮ３の合格者数の増、非漢字圏の学生

　　　に対する教育内容の見直し）

　⑩　歯科衛生士専門学校

　　　歯科衛生士専門学校における入学定員の継続的な充足、歯科衛生士国家試験合格率 100％の維持、

　　　臨床力の強化、歯科医師との連携による包括支援歯科医療の推進、介護職員初任者研修の認定支

　　　援、教育懇談会の充実、北京大学口腔医学院看護部との連携強化（同大学の歯科衛生士課程開設

　　　への支援、教員の相互交流等）

3　地域社会、 ステークホルダー等への貢献

　本学が有する知的財産を積極的に社会に還元し、社会貢献を推進します。また、教育後援会・同窓会

等に積極的に参加し連携を強化します。

(1)　地域貢献

　①　岐阜県高等学校商業校長会並びに岐阜県立岐阜商業高等学校及び三重県立四日市商業高等学校と

　　　の連携協定による活動（会計教育、マーケティング教育、連携に係る年２回以上の定期的な協議等）

　　　の強化

　②　産業界・他大学・自治体との連携

　　ａ　産業界との連携

　　　　セイノーホールディングス㈱、濃飛倉庫運輸㈱、㈱岐阜新聞社、㈱大垣共立銀行、㈱十六銀行、

　　　　いちい信用金庫、㈱ ANA 総合研究所、サンメッセ㈱、岐阜県弁護士会、社会医療法人蘇西厚生

　　　　会、岐阜県商工会連合会、瑞穂市商工会との連携協定による活動（実務家教員による授業、イ

　　　　ンターンシップ、特産品開発事業等）の実施

　　ｂ　SDGs（持続可能な発展のための 2030 アジェンダ）に基づく取り組みの推進

　　　・SDGs 推進室における SDGs への取組の検討

　　　・朝日大学エコキャンパスプロジェクトの推進

　　　・CE 事業、公開講座、地域連携講座、エクステンションカレッジ等による生涯学習の機会の促進

　　　・スポーツフェスティバル、健康教室の開催等による健康の維持増進

　　ｃ　地方自治体等との連携

　　　　岐阜県北方警察署、瑞穂市、 ( 独 ) 日本スポーツ振興センター（JSC）、( 公財 ) 岐阜県体育協会、( 公

　　　　財 ) 瑞穂スポーツガーデン）との連携協定による活動（地域防犯活動、委員会等への委員派遣、

　　　　地域のスポーツ振興の推進等）の実施、新たな地方自治体との連携の検討
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　　ｄ　産学官連携共同研究推進本部による共同研究・受託研究の推進

　　ｅ　ネットワーク大学コンソーシアム岐阜における連携

　  　　 ネットワーク大学コンソーシアム「岐阜将来ビジョン 2019」  による活動（単位互換、公開講座、

　　　　共同プログラム（人材養成講座）、地域課題解決提案事業、人材育成プログラム（FD・SD）、教

　　　　員免許状更新講習、高大連携セミナー、就職支援事業）への積極的な参加、共同研究の推進

　　ｆ　産学官連携による地域の災害、事件・事故等へのリスクマネジメント体制構築の検討

　③　知的財産の還元

　　ａ　生涯学習センターにおける活動（公開講座、法教育作文コンクール、ジュニアロースクール、　

　　　　市民相談、履修証明プログラム、教育訓練給付指定講座、エクステンションカレッジ等）の

　　　　実施

　　ｂ　歯学部歯科医師生涯研修センターにおける歯科医師生涯研修の実施

(2)　教育後援会・同窓会との連携強化

　　 教育後援会への積極的な参加、同窓会会員情報データベースの構築支援、同窓会の会費徴収支援

(3)　三医療機関（大学病院、医科歯科医療センター、PDI 岐阜歯科診療所）による社会貢献

　 　地域の医療拠点として地域住民の健康維持・増進に寄与、各医療機関の機能の充実、包括支援歯科

　　 医療センターの充実、臨床研修部の充実、大学病院の病床機能強化のための機能整備、大学病院に

　 　おける歯科医師臨床研修の充実

4　国際化ビジョンに基づくグローバル化の推進

　国際化ビジョンに基づき、国際社会で活躍し得る人材を育成するため、海外提携大学等との活発な相

互交流など積極的にグローバル化を推進します。

(1)　学生の国際化の推進

　　 海外提携大学等との活発な相互交流、短期海外研修、スポーツ国際大会への参加支援、ELS におけ

　　 る英会話教育の実施、英語教育の成果の検証（アセスメントテストの実施）、学内国際交流イベン

　　 トへの参加促進

(2)　教職員の国際化の推進

　①　国際化に対応できる教職員の育成（海外留学研修支援、海外提携大学等との活発な相互交流、積

     　  極的な海外派遣等）

　②　各国大使館等との交流の推進

(3)　地域の国際化への貢献

　 　地元自治体等の国際交流イベントへの参加促進、高等学校英語弁論大会及び英語教育研究セミナー

　　 の実施
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5　学生支援対策

　安心で充実した学生生活を送るための学修・課外活動支援、生活支援、就職支援、留学生支援等の学

生支援を強化します。

(1)　学修・課外活動支援

　①　各種奨学金、海外研修、学生チューター、オフィスアワーの各制度による学修支援

　②　学生支援センターにおける支援（障がい学生支援、メンタルヘルス支援、修学支援）

　③　学友会・体育会、ボランティア活動等の課外活動支援

　④　新型コロナウイルス対策緊急支援奨学金制度による学修支援

　⑤　大学における修学の支援に関する法律に基づく学費減免による学修支援

(2)　学生生活支援

　①　スクールバス運行による通学支援

　②　三医療機関（大学病院、医科歯科医療センター、PDI 岐阜歯科診療所）における診療費補助

　③　健康管理センターにおける心身の健康支援

　④　学生食堂の充実（女子学生、体育会学生への対応等）

(3)　就職支援

　①　高い就職率の維持（各種就職ガイダンスの開催、国内外インターンシップ等による早期の意識付け、

　　　きめ細かい就職指導等の堅持）

　②　岐阜県との就職支援に関する協定に基づく連携の推進

　③　新規就職先の開拓

　④　岐阜県内企業への就職率の向上

　⑤　ICT を利用した就職支援

　⑥　AGO における就職支援

　⑦　中期（2 週間以上）インターンシップ（必修科目）の実施

　⑧　卒業後のキャリアに関する調査・分析の実施及び公表並びに教育活動改善への活用

　⑨　キャリア形成支援プログラムの実施

(4)　留学生支援

　①　学費減免による経済的な支援

　②　奨学金制度による学修支援

　③　住居支援（家賃補助、住環境の整備等）

　④　就職支援の強化
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6　社会人の学び直し支援

　歯科医師に対する生涯教育の推進、履修証明プログラムの提供、市民講座等社会人の学び直しについ

て積極的に支援してまいります。

(1)　生涯研修センターにおける社会人の学び直し支援に係る講座の実施（オンライン会議等による開催

　　を推進）

　①　社会人向け履修証明プログラム「実践ビジネス英会話プログラム、医療経営士養成講座等」の

　　　開講

　②　教育訓練講座（厚生労働省指定）「医療経営士養成講座」の開講

　③　市民講座「エクステンション・カレッジ」の開講及び同講座における高齢者向け学び直し支援プ   

　　　ログラム開講の検討

(2)　歯科医師生涯研修センターにおける明海大学との連携による歯科医師に対する生涯教育（一貫した

　　 最先端の臨床教育）の推進（オンライン会議等による開催を推進）

(3)　歯科衛生士への学び直し支援プログラム開講に向けての体制の整備

(4)　看護師への学び直し支援プログラム開講に向けての体制の整備

7　施設 ・設備の充実

　高度な教育研究、良好な学修環境、快適なキャンパスライフの基盤となる施設・設備の計画的な整備

改修を進め、一層の教育研究環境の充実を図ります。

(1)　医科歯科医療センター大規模改修工事の実施

(2)　教育充実のための設備の整備

(3)　教職課程センターの施設設備の整備

(4)　体育会の施設・設備の充実及び計画的な改修工事の実施

(5)　三医療機関（大学病院、医科歯科医療センター、PDI 岐阜歯科診療所）の計画的な設備の整備

(6)　老朽化対策としての建物等施設設備の計画的な改修工事の実施

(7)　計画的な校地の取得
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8　法人運営の基盤強化

　財務基盤をより一層盤石なものとするため、長期的視点に基づく合理的な予算編成と執行の徹底を図

る一方、外部資金獲得や安定した資産運用益の確保及び有益な人材の育成を図ります。

(1)　長期収支の見通しとバランスを考慮した確実な事業計画遂行のための予算編成

(2)　全学部全学科及び歯科衛生士専門学校における収容定員の継続的な充足による各部門教育活動収支

　　 が均衡した安定的な経営

(3)　事業計画の着実な実行による経常費補助金（改革総合支援事業を含む。）の確実な獲得の推進

(4)　教育事業（施設・設備を含む。）の維持・安定及び教育・研究の振興等を目的とした、安全性・確

　　 実性を考慮した資産運用の実施

(5)　学校教育の支援に資する収益事業の実施

(6)　三医療機関（大学病院、医科歯科医療センター、PDI 岐阜歯科診療所）における地域医療の充実を

　　 図るための教育活動収支が均衡した安定的な経営

(7)　科学研究費助成事業、受託研究費、研究費助成金等の外部資金獲得の推進

(8)　計画的な SD 及び国内外研修による職員の育成、SDGs を実行する人材の育成、明海大学との教職員

人事交流（一定期間の派遣及び受入）の検討

(9)　創立 50 周年記念事業計画の策定

(10) 本法人の将来計画や国の政策、各部門毎の教育活動収支の均衡等を考慮した適正な学納金の設定に

　　 向けた継続的な検討
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